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26 

３ 小数のかけ算 

（１）整数×小数 

 

 

 

 

 

１  １ｍのねだんが  ３０円のリボンを２ .６ｍ買います。  

リボンの代金はいくらでしょう。  

 

●リボンの代金を求める式は、３０×２ .６になります。  

 

●３０×２ .６の計算のしかたを考えます。  

 

テープ図と数直線に表してみます。  

 

    0   30                     30×26 (円 ) 

 

 

 

 

① かける数が小数のままでは計算できないので、１０倍すると、  

 

２ .６×      ＝  ２６  

 

② 整数のかけ算の計算をして  

 

３０×２６＝  

 

③ 最後に１０でわってもとにもどします。  

 

         ÷１０＝  

 

 

答え       円  

 

 

 

 

基本のたしかめ  

整数×小数の計算のしかたを、テープ図と数直線をもとにして考えよう。  

０  2.6 １  (ｍ ) 

×10 

÷10 



５－３－２ 

２  １Ｌのガソリンで１３ｋｍ走る自動車があります。  

ガソリン３ .４Ｌでは何ｋｍ走れるのでしょう。  

 

●何ｋｍ走るか求める式は、１３×３ .４  になります。  

 

①１３×３ .４の計算のしかたを次のように考えます。  

 

１３×３ .４   ＝  １３×（３ .４×１０）÷  

 

＝  １３×      ÷ １０  

 

＝       ÷ １０  

 

＝  

答え       ｋｍ  

 

 

 

 

 

 

＜まとめ＞  

整数×小数の計算は、かける数を整数にするために１０倍して計算し、積を１０で

わればよい。  



５－３－３ 

 

 

 

３    にあてはまる数を書きましょう。  

 

①上の１３×3.4 の計算と同じように考えて、筆算を行うと  

 

１ ３              １ ３  

× ３．４            × ３ ４  

 

 

 

 

 

 

②けっきょく、整数のかけ算の計算をして、小数点をまっすぐおろせばよい。  

 

 

 

１ ３        １ ３         １ ３  

× ３．４      × ３．４       × ３．４  

 

 

 

 

 

 

 

整数×小数の筆算を、整数×整数の筆算のしかたをもとに考えよう。  

10 倍する  

整 数 の か け 算

の計算をする  

10 でわる  

整 数 の か け 算 の よ

うにそろえて書く  

小 数 点 を ま っ

すぐおろす  

整 数 の か け 算 と 同

じように計算する  



５－３－４ 

 

 

 

４    にあてはまる数を書きましょう。  

 

  １５×２ .８の計算をします。  

 

  まず、整数の計算にするために、２ .８を      します。  

 

  次に、整数×整数の計算をして、１５×２８  ＝  

 

  最後に、１０でわって  

 

 

 

 

５  次のかけ算をもとにして①～③の積を求めましょう。  

 

 

 

① １８×３ .４  ＝  

 

② １８×０ .３４  ＝  

 

③ １ .８×３４  ＝  

 

 

６  次の計算をしましょう。  

①２４×３ .１＝      ②５５×０ .９＝      ③４６×２ .５＝  

 

 

 

 

 

 

７  １ｍが２６ｇの針金があります。この針金、６ .８ｍの重さは何ｇでしょう。  

＜式＞  

 

 

 

ステップ１ 

ステップ２  

１８×３４  ＝  ６１２  

答え  



５－３－５ 

（２）小数×小数 

 

 

 

 

 

８  １ｍの重さが３ .２kg の鉄の棒があります。  

この棒２ .４ｍの重さは何 kg でしょう。  

 

●鉄の棒の重さを求める式は、３ .２×２ .４になります。  

 

●３ .２×２ .４の計算のしかたを考えます。  

 

①小数のままでは、計算しにくいので、かけられる数もかける数も      にします。  

 

② ３ .２  ×      ＝３２  

 

２ .４  ×      ＝２４  

 

 

③整数の計算をすると  

 

   ３２  × ２４  ＝  

 

④答えは、１０倍と１０倍で１００倍になっているから、１００でわって  

 

         ÷１００  ＝  

 

 

 

答え        kg 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小数×小数の計算のしかたを、整数×小数で使った考え方をもとにして説明しよう。 

基本のたしかめ  

＜まとめ＞  

小数×小数の計算は、かけられる数とかける数のどちらも整数にするために１０倍

ずつして計算し、商を１００（１０×１０）でわればよい。  



５－３－６ 

 

 

 

９  ２ .４×３ .６の筆算のしかたを次のように考えます。  

 

 

２．４              ２ ４  

× ３．６            × ３ ６  

 

 

 

 

 

 

 

 

●けっきょく、小数×小数の筆算は、次のようにします。  

 

 

 

 

 

 

 

２．４        ２．４         ２．４  

× ３．６      × ３．６       × ３．６  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小数×小数の筆算を、整数×整数の筆算のしかたをもとに考えよう。  

10 倍する  

整 数 の か け 算

の計算をする  

100 でわる  

整 数 の か け 算 の

よ う に そ ろ え て

書く。  

かけられる数とかける数の小数

部分のけた数の和と、答えの小数

点のけた数が同じになるように

小数点をうつ。  

整 数 の か け 算 と

同 じ よ う に 計 算

する。  

10 倍する  

１けた  

１けた  

２けた  



５－３－８ 

 

 

10 １Ｌの重さが１ .３kg のジュースがあります。  

このジュース１ .２Ｌと０ .７Ｌの重さを求め、１ .３㎏とくらべましょう。  

 

●数直線にあらわし、数量の関係をとらえましょう。  

 

０                １ .３  

                               （kg）  

 

                               （Ｌ）  

０          ０ .７     １    １ .２  

 

① 数直線から１ .２Ｌのときは、１ .３kg より（ 重く  ・  軽く ）、  

 

      ０ .７Ｌのときは、１ .３kg よりも（ 重い  ・ 軽い ）ことがわかります。  

 

② １ .２Ｌの重さを求める式は １．３  ×     ＝  

 

 

答え        kg 

 

０ .７Ｌの重さを求める式は            ＝       になります。  

 

 

答え        kg 

 

③ このことを言葉でまとめると、（どちらかに○をつけます）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かけられる数と積のどちらが大きくなるかをかける小数で見分けよう。  

＜まとめ＞  

かける数が１より大きい時は、積はかけられる数より（  大きく ・ 小さく ）な

ります。  

かける数が１より小さい時は、積はかけられる数より（  大きく  ・  小さく  ）      

なります。  



５－３－８ 

 

 

 

 

11 たて１ .３ cm、横２ .５ cm の長方形の面積を求めます。  

 

① 辺の長さが cm で表されていると小数点がついてしまうので、mm で表すと  

 

１ .３ cm ＝       mm 

 

２ .５ cm ＝       mm 

 

② １辺が１mm の正方形が全部で何こあるのか計算する式は、１３×２５です。これ

を計算すると、  

 

     １３  × ２５  ＝  

 

③ １辺が１mm の正方形が１００こで１ cm2 になるので、  

 

 この長方形の面積を cm2 に直すには、  

１００でわればいいから  

 

          ÷ １００ ＝         

 

 

 

 

答え        cm2 

 

④ 一方、面積の公式に当てはめて計算してみると、  

 

×       ＝  

 

 

 

 

 

 

 

 

辺の長さが小数のときも面積の公式で計算できるかを考えよう。  

１㎝  

１㎝  

＜まとめ＞  

長方形や正方形の辺の長さが小数で表されているときにも、面積の公式が使えます。 



５－３－９ 

 

 

12   にあてはまる数を書きましょう。  

 

５ .３  × １ .７  ＝  （５ .３×１０）×（１ .７×１０）÷（    ×    ）  

  

＝  ５３×１７÷  

 

＝  ９０１÷  

 

＝   

 

 

13 計算のまちがいを見つけて、正しく直しましょう。  

 

①    １  ．６           ②    ２  ．８  

× ４  ．３              × ０  ．５  

      ４  ８              １．４   ０  

６ ４    

６ ８  ．８  

 

 

 

14 次の計算をしましょう。  

①１ .６×５ .５＝      ②４０ .９×０ .５＝     ③０ .４×３ .９＝  

 

 

 

 

 

 

 

④０ .９×１ .７＝     ⑤３ .５×０ .６＝      ⑥６ .５×７ .８＝  

 

 

 

 

 

 

 

ステップ１  

ステップ２  



５－３－１０ 

15 積が３ .５より大きくなるものは○、同じものは△、小さくなるものは×の記号を  

に書きましょう。  

 

①３ .５×１ .３            ②３ .５×０ .９  

 

 

③３ .５×０ .３            ④３ .５×１  

 

 

16 次の問題に答えましょう。  

① １Ｌの重さが０ .９kg のとう油８ .２Ｌの重さは何 kg でしょう。  

＜式＞  

 

 

 

 

 

 

② １ｍが２ .９kg の鉄パイプがあります。このパイプ９ .１ｍの重さは何 kg でしょう。  

＜式＞  

 

 

 

 

 

 

③ たてが４ .５ｍ、横が３ .４ｍの花だんの面積は何ｍ 2 でしょう。  

＜式＞  

 

 

 

 

 

 

④ １辺が６ .３ cm の正方形の面積は何 cm2 でしょう。  

＜式＞  

 

 

 

 

答え  

答え  

答え  

答え  



５－３－１１ 

（３）小数倍とかけ算・小数のかけ算のきまり 

 

 

 

 

 

17 赤リボンの長さは１ .５ｍで、黄リボンの長さは赤リボンの長さの２ .３倍です。また、

緑リボンの長さは、赤リボンの長さの０ .８倍です。黄と緑のテープの長さは、それぞ

れ何ｍでしょう。  

 

●数直線をもとにして、式を立てます。  

 

         緑       赤           黄  

０               １ .５     ２  

                               （ｍ）  

 

                               （倍）  

０        0.8       １      ２    2.3 

        緑        赤            黄  

 

● まず、黄リボンの長さをもとめる式を考えます。  

 

① １を何倍すると２ .３になるでしょう。     １  ×      ＝２ .３  

 

② 同じように考えると黄リボンの長さを求める式は、  

 

１ .５  ×     ＝  

答え        ｍ  

 

● 次に、緑リボンの長さを求める式を同じように考えます。  

 

③ １を何倍すると０ .８になるでしょう。     １  ×      ＝０ .８  

 

④ 同じように考えると緑リボンの長さを求める式は、  

 

１ .５  ×     ＝  

答え        ｍ  

 

 

 

小数倍のときも、整数倍のときと同じように計算ができるか考えよう。  

基本のたしかめ  

×？  

×？  

×?? 

×?? 

＜まとめ＞  

小数倍のときも、整数倍のときと同じようにかけ算で計算できます。  



５－３－１２ 

 

 

 

18 次の整数のかけ算のきまりが小数のかけ算でも成り立つがどうか調べましょう。  

 

 

 

 

 

 

① ○×△＝△×○のきまりが成り立つかどうか、３ .４×１ .５の計算をして確かめよう。 

 

３ .４ × １ .５  ＝   

 

                       だから  小数で  

あ  ×     ＝  

 

 

② ○×□+△×□＝○×（△×□）のきまりが成り立つかどうか、  

 １２×０ .４×２５の計算で確かめよう。  

 

１２ × ０ .４ × ２５ ＝  

                       だから小数で  

 

１２ ×（    ×    ）＝  

 

 

③ （○＋△）×□＝○×□＋△×□のきまりが成り立つかどうか、  

 （２ .４＋７ .６）×１ .８の計算で確かめよう。  

 

（  ２ .４  ＋  ７ .６  ）  × １ .８  ＝  

                        だから小数で  

 

２ .４×    ＋７ .６×    ＝  

 

 

 

 

 

 

整数のかけ算のきまりが小数×小数でも成り立つかどうか考えよう。  

◇整数のかけ算のきまり  

（１） ○  × △  ＝  △  × ○  

（２） ○  × △  × □  ＝  ○  × （  △  × □  ）  

（３）（  ○  + △  ）  × □  ＝  ○  × □  + △  × □  

＜まとめ＞  

小数のかけ算でも、整数のかけ算と同じ計算のきまりが成り立ちます。  



５－３－１３ 

 

 

19 次の問題を読んで、   にあてはまる数を書きましょう。  

 

 

 

 

弟の体重（３０kg）の      倍が兄の体重になるから、兄の体重を求める式は  

 

＜式＞  

            ×       ＝  

 

 

答え       kg 

 

20 計算のきまりを使って、工夫して計算しましょう。  

① ７×６ .７＋７×３ .３       ② ４ .８×０ .２×５０  

 

＝７×（           ）   ＝４ .８×（          ）  

 

＝７×               ＝４ .８× 

 

＝                 ＝  

 

 

 

21 たての長さが、横の長さの０ .３倍の長方形の形をした池をつくります。横の長さを

９ｍにすると、たての長さは何ｍになるでしょう。  

＜式＞  

 

 

 

 

22 工夫して計算しましょう。  

①４ .２×２ .５×４          ②２０ .７×０ .３－０ .７×０ .３  

 

 

 

 

 

ステップ１  

ステップ２  

弟の体重は３０kg で、兄の体重は、弟の体重の１ .７倍です。兄の体重は、何 kg

でしょう。  

答え  



５－３－１４ 

３ 小数のかけ算 答えのページ 

(1) 小数  

 

 

 

１   

① 2.６×     ＝  ２６  

 

② ３０×２６＝  

 

③      ÷１０＝  

答え       円  

 

２   

①  １３×３ .４  ＝  １３×（３ .４×１０）÷ 

 

＝  １３×      ÷ １０  

 

＝       ÷ １０  

 

＝  

答え       ｋｍ  

 

３  

①    １ ３              １ ３  

× ３．４            × ３ ４  

 

 

 

 

 

②  

１ ３        １ ３         １ ３  

× ３．４      × ３．４       × ３．４  

 

 

 

 

 

基本のたしかめ  

１０  

７８０  

７８０  

１０  

７８  

10 倍する  

10 でわる  

３４  

４４２  

４４ .２  
４４ .２  

３ ９  

５ ２  

３ ９  

５ ２  

４ ４ ２  ４ ４．２  

３ ９  

５ ２  

３ ９  

５ ２  

４ ４．２  ４ ４ ２  

７８  



５－３－１５ 

 

 

４  まず、整数の計算にするために、２ .８を      します。  

 

  次に、整数×整数の計算をして、１５×２８  ＝  

 

  最後に、１０でわって  

 

 

 

５  次のかけ算をもとにして①～③の積を求めましょう。  

 

 

 

① １８×３ .４  ＝  

 

② １８×０ .３４  ＝  

 

③ １ .８×３４  ＝  

 

 

６  

①２４×３ .１＝７４ .４  ②５５×０ .９＝４９ .５  ③４６×２ .５＝１１５  

 

 

 

 

 

 

 

７  １ｍが２６ｇの針金があります。この針金、６ .８ｍの重さは何ｇでしょう。  

＜式＞  

   ２６×６ .８＝１７６ .８  

 

 

 

 

 

 

 

ステップ１  

ステップ２  

１８×３４  ＝  ６１２  

答え １７６．８ｇ  

１０倍  

４２０  

４２  

６１ .２  

６ .１２  

６１ .２  

２ ４  

× ３．１  

２ ４  

７ ２  

７ ４．４  

５ ５  

× ０．９  

４ ９．５  

４ ６  

× ２．５  

２ ３ ０  

９ ２  

１ １ ５．０  



５－３－１６ 

（２）小数×小数 

 

 

 

８   

①小数のままでは、計算しにくいので、かけられる数もかける数も      にします。  

 

② ３ .２  ×      ＝３２  

 

２ .４  ×      ＝２４  

 

 

③整数の計算をすると  

 

   ３２  × ２４  ＝  

 

④答えは、１０倍と１０倍で１００倍になっているから、１００でわって  

 

         ÷１００  ＝  

 

答え        kg 

 

９  

２．４              ２ ４  

× ３．６            × ３ ６  

 

 

 

 

 

 

２．４        ２．４         ２．４  

× ３．６      × ３．６       × ３．６  

 

 

 

 

 

 

 

基本のたしかめ  

10 倍する  

100 でわる  

１けた  

１けた  

２けた  

１０倍  

１０  

１０  

７６８  

１ ４ ４  

７ .６８  

７ .６８  

７ ２  

８．６ ４  

１ ４ ４  

７ ２  

８ ６ ４  

１ ４ ４  

７ ２  

８ ６ ４  

１ ４ ４  

７ ２  

８．６ ４  

整数  

７６８  



５－３－１７ 

10 

① 数直線から、１ .２Ｌのときは、１ .３kg より     、  

 

       ０ .７Ｌのときは、１ .３kg よりも     ことがわかります。  

 

② １ .２Ｌの重さを求める式は １ .３  ×      ＝  

 

 

答え        kg 

 

０ .７Ｌの重さを求める式は         ＝       になります。  

 

 

答え        kg 

 

③ このことを言葉でまとめると、  

 

 

 

 

 

 

11 

①   １ .３ cm ＝       mm 

 

２ .５ cm ＝       mm 

 

②   １３  × ２５  ＝  

 

③          ÷ １００ ＝         

 

答え        cm2 

 

④  

×       ＝  

 

 

 

 

 

＜まとめ＞  

かける数が１より大きい時は、積はかけられる数より        なります。  

 

かける数が１より小さい時は、積はかけられる数より        なります。  

重 く  

軽 い  

１ .５６  

大きく  

小さく  

０ .９１  

１ .５６  

０ .９１  

１３  

２５  

３２５  

３２５  ３ .２５  

３ .２５  

１ .３  ２ .５  ３ .２５  

１ .３  × ０ .７  

１ .２  



５－３－１８ 

 

 

12   にあてはまる数を書きましょう。  

 

５ .３  × １ .７  ＝  （５ .３×１０）×（１ .７×１０）÷（    ×    ）  

  

＝  ５３×１７÷  

 

＝  ９０１÷  

 

＝   

 

13 

①    １  ．６           ②    ２  ．８  

× ４  ．３              × ０  ．５  

      ４  ８              １．４   ０  

６ ４    

６．８   ８  

 

 

 

14 次の計算をしましょう。  

①１ .６×５ .５＝８ .８   ②４０ .９×０ .５＝２０ .４５  ③０ .４×３ .９＝１ .５６  

 

 

 

 

 

 

 

④０ .９×１ .７＝１ .５３  ⑤３ .５×０ .６＝２ .１    ⑥６ .５×７ .８＝５０ .７  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステップ１  

ステップ２  

１０  １０  

１００  

１００  

９ .０１  

１．６  

× ５．５  

８ ０  

８ ０  

８．８ ０  

４ ０．９  

×   ０．５  

２ ０．４ ５  

０．４  

× ３．９  

３ ６  

１ ２  

１．５  ６  

０．９  

× １．７  

６ ３  

９  

１．５ ３  

３．５  

× ０．６  

２．１ ０  

６．５  

× ７．８  

５ ２ ０  

４ ５ ５  

５ ０．７ ０  



５－３－１９ 
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①３ .５×１ .３            ②３ .５×０ .９  

 

 

③３ .５×０ .３            ④３ .５×１  

 

 

16 次の問題に答えましょう。  

① １Ｌの重さが０ .９kg のとう油８ .２Ｌの重さは何 kg でしょう。  

＜式＞  

０ .９×８ .２＝７ .３８  

 

 

② １ｍが２ .９kg の鉄パイプがあります。このパイプ９ .１ｍの重さは何 kg でしょう。  

＜式＞  

２ .９×９ .１＝２６ .３９  

 

 

③ たてが４ .５ｍ、横が３ .４ｍの花だんの面積は何ｍ 2 でしょう。  

＜式＞  

４ .５×３ .４＝１５ .３  

 

 

④ １辺が６ .３ cm の正方形の面積は何 cm2 でしょう。  

＜式＞  

６ .３×６ .３＝３９ .６９  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

○  × 

× △  

答え ７ .３８kg 

答え ２６ .３９kg 

答え １５ .３ｍ 2 

答え ３９ .６９ cｍ 2 



５－３－２０ 

（３）小数倍とかけ算・小数のかけ算のきまり 

 

 

 

17 

① １  ×      ＝２ .３  

 

② １ .５  ×     ＝  

答え        ｍ  

 

③ １  ×      ＝０ .８  

 

④ １ .５  ×     ＝  

答え        ｍ  
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①  ３ .４ × １ .５  ＝   

 

                       だから  小数で  

あ  ×     ＝  

 

 

② １２ × ０ .４ × ２５ ＝  

                       だから小数で  

 

１２ ×（    ×    ）＝  

 

③ （  ２ .４  ＋  ７ .６  ）  × １ .８  ＝  

                        だから小数で  

 

２ .４×    ＋７ .６×    ＝  

 

 

 

19  

弟の体重（３０kg）の      倍が兄の体重になるから、兄の体重を求める式は  

＜式＞  

            ×       ＝  

答え       kg 

基本のたしかめ  

ステップ１  

２ .３  

２ .３  ３ .４５  
３ .４５  

０ .８  

０ .８  １ .２  
１ .２  

５ .１  

１ .５  ３ .４  ５ .１  

も成り立つ  

も成り立つ  

１２０  

０ .４  ２５  １２０  

１８  

１８  １ .８  １ .８  

１ .７  

１ .７  ３０  ５１  
５１  

も成り立つ  



５－３－２１ 

 

20 計算のきまりを使って、工夫して計算しましょう。  

① ７×６ .７＋７×３ .３       ② ４ .８×０ .２×５０  

 

＝７×（           ）   ＝４ .８×（          ）  

 

＝７×               ＝４ .８× 

 

＝                 ＝  

 

 

 

21 たての長さが、横の長さの０ .３倍の長方形の形をした池をつくります。横の長さを

９ｍにすると、たての長さは何ｍになるでしょう。  

＜式＞  

９×０ .３＝２ .７  

 

 

22 工夫して計算しましょう。  

①４ .２×２ .５×４          ②２０ .７×０ .３－０ .７×０ .３  

＝４ .２×（２ .５×４）        ＝（２０ .７－０ .７）×０ .３  

＝４ .２×１０            ＝２０×０ .３  

＝４２               ＝６  

ステップ２  

６ .７＋３ .３  

１０  

７０  

０ .２×５０  

１０  

４８  

答え  ２ .７ ｍ  


